
ⅢⅢ 健健康康推推進進班班

１１ 健健康康おおききななわわ2211のの推推進進

(１) 健康増進事業

(２) 栄養改善事業

(３) 歯科保健事業

(４) タバコ対策事業

(５) 地域職域連携推進事業

２２ 感感染染症症対対策策

(１) 結核対策

(２) 感染症対策

３３ そそのの他他のの疾疾病病対対策策

(１) 骨随提供希望者登録推進事業

（骨髄バンクドナー登録）

(２) 熱中症
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1 健康おきなわ21の推進

�法的���

���では、健康増進法（第�条）に基づき平成14年1月に「��の��」「健康寿�の��」

「生活の�の��」を�的とする「健康おきなわ2010」が策��れた。また、平成20年3月には、

�計画の�的を���、長寿��一�活に�けた行動計画「健康おきなわ21」を策�し、�民一

�の健康づくりを推進してきた。その�果、平成30年2月に���れた平成27年�����生�

�で、平�寿�は��したが、�国�位は、��が30位から36位�、��は3位から7位��位を

��、長寿�としての�位は�機的��にある。

こうした��を�ま��では、「2040年に��とも平�寿�日本一」を長期��とする「健康

おきなわ21（第2�）～健康�長寿おきなわ�活プラン～」を策�、��的な取り組み事項とし

て��健診�がん検診の受診���、��の改善、アルコール対策を���民運動を展開して

おり、��保健所においても市町村や関���等と連�し健康づくりを推進している。

���保健所の健康づくり事業�

やんばるの健康づくり推進会議及び��会（平成�１年�月～）

健康増進事業

����連�事業

��改善事業

等

��保健事業

等

タ�コ対策事

業等

�健康づくりを推進するための�つの基本��】

１�生活習慣病の�期発見と発病����症���

「がん」「循環器��」「��病」「���」「COPD（��������）」

２�生活習慣の改善

「食生活」「���ここ�の健康」「タ�コ」「アルコール」

����を��た健康づくり

「���の健康（���������期）」

「�き�り��の健康（��年期）」「高��の健康」

��健康を支�るための�会環�の整�（���の��）

健康増進法

（平成15年�月施行）

���健康増進計画

健康おきなわ２１（第２�）

（平成26年3月策�）



− 12 −

(１) 健康増進事業

ア 概要

健康増進事業は、健康増進法（平成14年法律第103号）第17条第１項及び第19条の２に基

づき市町村が行う事業である。この事業は、住民の健康増進に資するものであることから

市町村健康増進計画等に位置づけ、計画的に推進することが望ましいとしており、保健所

は、市町村がそれらの保健事業を円滑かつ効果的に推進できるように必要な支援及び連絡

調整等を行っている。

イ 市町村支援、健康おきなわ21推進に関する取り組み

令和元年度の「やんばるの健康づくり推進会議」において、取組みテーマを「高血圧」

とすることについて話し合った。

令和２年度は新型コロナウイルス感染症発生に関する対応や緊急事態宣言の発令もあり、

推進会議を開催する機会は設けられなかったが、本庁健康長寿課及び国立循環器病研究セ

ンターとＷｅｂ会議等で今後の対策について意見交換を行った。

ウ 生活習慣病対策 健康づくり週間月間等行事

名称 実施時期 内容

健康増進普及月間 パネル展示

がん征圧月間 ９月～１０月 場所：ﾌｧｰﾏｰｽﾞﾏｰｹｯﾄやんばる市場

食生活改善普及運動 一般住民を対象に「毎日プラス一皿の野菜」の普及

（９月） 「がん検診の受診のすすめ」についてのパネル展示及

びリーフレット配布を実施。
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(２) 栄養��事業

地���の健康の保持増進を�る�とを目的として、��健康・栄養調査及び��健康

・栄養調査の実�、�食��の栄養管理��、��的��的栄養��、�����、食品

関係事業者�への栄養������、食生活��地区組�の��及び��事��の栄養�

�事業を実�している�

調査事業 ��及び��健康・栄養 健康増進法�10～16�

調査

栄

��業� �食���� 健康増進法�18､22､23､24�

集��� 健康増進法����

養 ���回��

��的��的栄養��（健康増進法�18、19�）

管内�����・�� (健康増進法�18�）

� 食品の栄養����・�食栄養����事業者��

��用�食品��関係(食品��法�4�､健康増進法�43､65�）

食生活��地区組���及び��

� 管理栄養�養���の�地実習��

事 事 � �食��関係���出・報�に関する�と（健康増進法����)

栄養関係��事�に関する�と

管理栄養�����に関する�と（栄養�法）

業 栄養�、管理栄養���の���に関する�と（栄養�法）

そ の � 健康おきなわ21（�２�）に関�した���への��

栄養��業�・食�に関�した���への��

その�栄養に関する�と（やんばる弁当甲子園の開催�）
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� 栄養実�調査

(�) ��健康・栄養調査

��の健康��、食品���、栄養�����の実�を��すると�時に栄養と健

康との関係を�らかにし、健康増進対��に��な���料を�る�とを目的とする�

（健康増進法�10～16�）

(�) ��健康・栄養調査

�の調査は��の栄養��の��を��すると�時に栄養と健康��との関係を�

らかにするために���が�う�ので�る（５年に１回）�調査��は��の栄養�

�と健康の保持増進を�るための���料として活用する�

表� ����

(�) ��の��

��28年に実�した��健康・栄養調査の����は�のとおりで�る�

a 体�の��(�人)

20�以上で��体�を�持している人（BMI18.5以上25��）の割合は、男�は

��割、��は��割で�る�また、20�以上の��者の割合は、男�は�４割、

��は�３割で、�に40～50�代の男�では、�５割と高くなっている�

20�代��の２割�くがやせとなっている�

調査年 区� 調査地区 世�数 世�人数 調査内容

栄養����調査

生活習�調査

�体��調査

29 �� ������ 14 31

栄養����調査

生活習�調査

�体��調査

��内��調査

名���� 42 102

������ 43 90

28 ��

24 �� �����名 33
栄養����調査

生活習�調査

�体��調査
26 �� �部��� 18 35

87
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�� ���状況(20���)

b ��ル�ーの��割合

��、脂�、たん�く�の���で、��28年の脂�の割合は��23年に�べて

増�しており����20～25�を上回っている�全��と��して����は高い

�とがわかる�

�� �����
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イ �食����

表� �食��指導状況

���食��とは、��かつ多数の者に対して、��的に１回100食以上�は１日250食以

上の食事を供�する��をいう�その�の�食��とは、��かつ多数の者に対して��的

に食事を提供する��で���食��に�当しない�のをいう�

健康増進法�18��１項�２�及び�22�に�づき、���食���にお�る栄養管理の

実�について、��な��・��を�っている�

表� �食�����状況 令和２年�

���食�� その�の�食�� 開催回数 ����数 ��人数

��28年� 5� 14� 0回 0�� 0人

��29年� 47� 61� 0回 0�� 0人

��30年� 60� 68� 0回 0�� 0人

��31年� 59� 59� 0回 0�� 0人

令和2年� 41� 39� 0回 0�� 0人

���� 集���

��数
管理栄

養�数
��数

管理栄

養�数

栄養�

数
��数

栄養�

数

�校 4 5 0 0 0 5 5 0

�� 1 2 6 27 13 0 0 0

���人保健�� 2 5 2 6 2 0 0 0

����� 0 0 0 0 0 0 0 0

�人���� 1 2 3 5 4 1 2 0

������ 2 2 0 0 0 3 3 15

�会���� 1 1 0 0 0 0 0 0

事業所 0 0 0 0 0 0 0 1

��� 0 0 0 0 0 0 0 0

���� 0 0 0 0 0 0 0 0

���食�ン�ー 0 0 0 0 0 0 0 0

その� 0 0 0 0 0 0 0 0

� 11 17 11 38 19 9 10 16

�校 0 0 1 1 1 5 6 0

�� 1 3 1 1 1 0 0 0

���人保健�� 0 0 0 0 0 0 0 0

����� 0 0 0 0 0 0 0 1

�人���� 2 2 0 0 0 3 3 0

������ 0 0 0 0 0 3 3 27

�会���� 0 0 0 0 0 3 3 0

事業所 0 0 0 0 0 0 0 1

��� 0 0 0 0 0 0 0 2

���� 0 0 0 0 0 0 0 0

���食�ン�ー 0 0 0 0 0 0 0 0

その� 0 0 0 0 0 1 1 0

� 3 5 2 2 2 15 16 31

そ

の

�

の

�

食

�

�

管理栄養�・栄養�

�ちら�いる��

管理栄養�

のみいる��

�

�

�

食

�

�

栄養�のみ

いる��
管理栄養�

栄養�

�ちら�い

ない��
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�� �食����� 令和２年�

表� �食���内� 令和２年�

管内�食��数の割合をみると、�３及び�４のとおり������が���������と最

�多い�（全�����）

� ��・��業�

保健所では���者や�体・�的��者、食物�レル�ーな���的な栄養��や食

生活��の���を�う�

また、��に供する食品で栄養に関する���は健康増進法や食品����に�い、

�しい��をしな�ればならないが、その��・����食品業者に対して�っている�

特定給食施設
その他の給食

施設
計

�校 9 6 15

�� 7 2 9

���人保健�� 4 0 4

����� 0 1 1

�人���� 5 5 10

������ 22 30 52

�会���� 1 3 4

事業所 1 1 2

��� 0 2 2

���� 0 0 0

���食�ン�ー 0 0 0

その� 0 1 1

� 49 51 100
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表５ 相談・指導状況

� 食生活��地区組���

地���の健康づくりを推進�せるため、�和54年～��４年の間、栄養に関する�

�及び����を実�し、食生活��推進�の養�を�った�食生活��推進�は70世

�に１人を目�に養��れ、��は���で養��れており、食を�心とした健康づく

り事業�で活�している���17年に���食生活��推進����議会北部�部��

��れたが、��は�会�で�る�

北部保健所では、食生活��推進�の��の�上と地�にお�る健康づくりの推進を

�る�とを目的に、���と��し��を�っている�

表６ 管内食生活改善推進協議会結成状況 令和２年�

�議会名 会�数 ��月日

名��食生活��推進�議会 39名 ��３年１月12日��

����食生活��推進�議会 �会 ��16年12月21日��

����食生活��推進�議会 �会 ��18年２月27日��

����食生活��推進�議会 �会 ��２年４月１日��

��名�食生活��推進�議会 �会 ���年３月25日��

食生活��推進����議会北部�部 �会 ��17年１月25日��

回 数 �人数

��28年� 0� 0回 0名
優��産品�審査 7�

その�の�� 89�

��29年� 0� 0回 0名
優��産品�審査 15�

その�の�� 88�

��30年� 0� 0回 0名
優��産品�審査 5�

その�の�� 94�

��31年� 0� 0回 0名
優��産品�審査 3�

その�の�� 166�

令和2年� 0� 0回 0名
優��産品�審査 2�

その�の�� 73�

����

・��

栄養����に関する

��・��

集���
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オ ヘルシーメニュー提供の推進

事業名 事業内容

１．ヘルシーメニュー提供及び登録勧奨

目 的：ヘルシーメニューを提供する飲食店を増やし、食環

境整備をはかる

対 象：北部管内飲食店関係者

北部地区栄養情報提供店 「食品衛生講習会」受講者 331名

（くぇーぶーかめー店）登録 期 間：令和２年４月～令和３年３月

事業 25回（毎週水曜日）

場 所：北部保健所２階会議室

２．栄養情報提供店登録数 18店舗

目 的：若い世代から食について考え、健康に関心を持ち、

健全な食生活が実践できるよう開催する

テーマ：私のやんばるバランス弁当

対 象：北部管内高校生

応募数：21作品（46名）※保健所への選抜応募数

※応募校５校に集まった数 224作品

審査項目：

やんばる弁当甲子園 ①食べる人にとってぴったりサイズの弁当箱を選ぶ

（ヘルシーメニューコンテス ②やんばる産の食材を使う

ト） ③主食３・主菜１・副菜２の割合に料理を詰める

④調理法で揚げ物は１品（油脂の多い料理）

⑤いろんな野菜を組み合わせて100g以上使用する

⑥短い時間で作れるよう工夫する

⑦全体を彩りよくおいしそうに仕上げる

入賞作品：

最優秀賞

優秀賞（２作品）

野菜が主役で賞､食べたい！で賞、パパッと出来る！で賞、

THE男メシで賞、やんばる弁当賞、弁当づくりチャレンジ賞
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(３) ��保健�業

����の健康を保つことは、�に食�を��するだけでなく、食��会話を�し�

な��かな人生を送るための��となる。平成31年３月に「沖縄県����保健の推進

に関する条�」が制定�れ、「健康おきな�21（�２�）」における「�・��の健康」

を推進し、地�住民の���の保�増進を目的に��保健�業を実施している。

� 法的��

����保健の推進に関する法律（H23年８月法律�95条）

地�保健法（�５条�１�）、健康増進法（�２���条�６�）

��保健業務��（H�年３月健政�138�）

� 普及啓発

(�) 「�と�の健康週間」ポスター掲示

日時：６月１日～６月15日

場所：保健所ロビー

内容：①8020�動を進めよ�②一生�分の�で食べよ�

①�後のスタート��がきから

対象：一般住民

(ｲ) ����保健月間（�が����月間）��ル�

日時：11月�日～13日

場所：���名�シ�ッ�����ター（１階�ロ�ー）

内容：����保健に関する��ル�示及�リー��ットの配布

対象：一般住民

(ｳ) 食品衛生講習会で����防に関する�報提供

日時：６月３日、10日、17日、24日 15:10～15:20

場所：北部保健所 健康増進室（１階）

内容：����防についての説明及�チラシ配布

対象：飲食店関係者

(４) タ��対策�業

� 法的��

平成14年8月2日「健康増進法」�布。健康増進法�25条（受動喫煙の防止）では、多

数の者が利用する施設を管�する者に、受動喫煙を防止するために必要な措置を講�る

よ�努めることを規定。

平成30年�月25日「健康増進法の一部を改正する法律」�布。受動喫煙の防止を�る

ため、特に健康影響の�きい��も、�者の���に配�し、多くの方が利用する施設

の�分に応�、敷地内禁煙・原則屋内禁煙の措置がとられることになった。

� �業内容

(�) 受動喫煙防止対策

a 受動喫煙防止対策に関する相談対応・�地�認等（２件）

b �市町村の��会において受動喫煙防止対策状況調査��報告の実施

（�市町村��会 10�所）
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c 「受動喫煙防止状況調査報告書」の送付（467部）

d 食品衛生講習会でのミニ講話

日時：令和２年６月～令和３年３月（毎週水曜日開催日）15:10～15:20

場所：北部保健所 健康増進室（１階）

対象：食品衛生講習会受講者（飲食店関係者） 合計25回 331名参加

内容：沖縄県禁煙施設認定推進制度の説明、喫煙・受動喫煙による健康影響等

についてチラシ配布

（ｲ）健康増進法の一部改正にともない対応を要する業務

平成30年7月に「健康増進法の一部を改正する法律」が成立し、令和２年４月

から、多数の者が利用する施設で原則屋内禁煙であるが法令で定める要件を満た

した喫煙可能室等の設置は可能となる。

a 既存特定飲食提供施設について

改正健康増進法の規定により、既存特定飲食提供施設に限り、経過措置として、

「喫煙可能室」の設置が認められている。既存特定飲食提供施設とは、2020年４月

１日時点ですでに営業している飲食店、個人経営または資本金・出資金の総額が

5,000万円以下、客席面積100㎡以下の条件すべてを満たす小規模の飲食店が該当

する。

b 喫煙可能室設置施設の届出（新規／変更／廃止）状況

当保健所では、令和２年３月より届出受付を開始した。既存特定飲食提供施設

に該当し、喫煙可能室を設置する場合は、施設の所在地の管轄保健所へ届出が必

要である。

令和２年度分届出：新規76件、変更届出１件、廃止届出０件

c 喫煙可能室届出に関する標識等の相談２件

（ｳ) 普及啓発

a 世界禁煙デー・禁煙週間（５月31日～６月６日）ポスター掲示

日時：５月31日～６月８日

場所：保健所ロビー

対象：一般住民

b 禁煙週間について

管内市町村役場における受動喫煙防止対策についての調査の実施

調査目的：法施行後約1年が経過する時期に、行政庁舎における受動喫煙防止

対策状況について、別添チェックリストに沿って点検いただき受動

喫煙防止対策の徹底に努めていただくことを目的に調査を実施。

調査期間：６月30日～８月12日

調査方法：チェックリストを郵送し、メールまたはFAXにて提出。

調査内容：①敷地内禁煙の実施状況 ②特定屋外喫煙場所を設置している場合

③喫煙器具・設備等の設置
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(５) 地域職域連携推進事業

ア 事業目的

沖縄県は、20～64歳の年齢調整死亡率が男女ともに全国より高い状況が続いている。

また、職場における定期健康診断有所見率も全国１位の状況が続いており、働き盛り

世代の健康悪化が課題となっている。管内においても平成 27 年度主要死因で生活習慣

病といわれるがん、心疾患、脳血管疾患による死亡の割合は46.2％となっており、生

活習慣病の発症リスクを高める喫煙や高血圧、アルコール、肥満等の健康課題がある。

これらのことから働き盛り世代の健康を守ることが重要であり、地域保健及び職域保

健が相互の情報交換を行い、連携した保健事業により生活習慣病対策及び生涯を通じ

た継続的な健康づくりを推進する。

イ 事業の内容

(ｱ) 北部保健所地域・職域連携推進協議会

※当該年度は開催なし
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２ �����

(�) 結核対策

� 感染症�に�����的対策

�結核管��ロー��ー�（結核患者の発���登録����）�

� 期
（�53�の２）

��所の��者等はその��者が実施。学生・生�に�いては
学校長が実施。施設（�正施設、�会福祉施設）の�容者は施
設長が実施。そ���のい��る一般��に�いては���が
実施。

接 触 者
（�17�）

結核に���ていると��に�りる正�な��のある者（結核
患者家族、��接触者等）に対し、結核予防��に��がある
と�め��ると�県が実施。

� 出
（�12�、53�の11）

医師等による患者の診断�、��院�の保健所長への�出。

登 録
（�53�の12）

保健所における結核患者の登録及び患者の現状��。

保 健 � �
（�53�の14）

結核の予防�は医療���と�め��る者の家�を��し、�
���た��を�実に��することその他��な��を��。

管 � � 診
（�53�の13）

結核登録者の�����者、�療状���者、�療��等を対
象とした精��査。

防
�

感
染

����・�院��
（�18・19・20�）

感染のおそ�のある結核患者への����、�院��。

一般患者に対する
医療（�37�の２）

結核の�正な医療を普及するため、結核医療に�した��の�
���。

�院��患者の医療
（�37�）

�院��を��た患者に対する医療�の����。

健
康
診
断

患

者

管

�

医

療

（法第53条２）

定 期 健 診
（ 職 場、 学 校、
施 設、 住民 ）

健 康 診 断
（ 個 別 ）

有症状で受診

医師の診断（法第17条）

接 触 者 健 診

(法第12条)

患者の届出

（直ちに）

（法第38条）

指定医療機関

・患者の治療
・回復者の管理検診

（委託）

保 健 所

・登録（法第53条の12）

・保健師等の訪問服薬

指導など(法第53条の14)

・精密検査（法第53条の13）

（管理検診）

・指定医療機関として
診療 （法第38条）

登録削除(法第53条の12第３項)

患者又は保護者

県 知 事

患者�・
受診�
の�示

指定医療機関

の申請
(書類提出窓口
は保健所)

管��診��

(��53�の11)

��院�出

(7日�内)

�
�

�発のおそ�なし

診療状�の�知

（法第24条）

感染症診査協議会

��

��

��

・就 業 制限
(法第18条)

・入 院 勧 告
(法第19条・20条)

・医 療 費
(法37条の２)

�

院
�
�

�

�
�
�
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イ 管内の結核の��

(ｱ) �患率の年�推�

管内における結核の�患率を���年間���すると、��28年の18.7（19人）��年

���し、令和２年は11.9（12人）とな�ている。

�１ 結核������（�����)

※「�患率」…一年間に新たに登録��た結核患者数を人�10�対��示した�の

（新登録患者数�年10月�日人�×10�）

出典：結核発生動向調査

(ｲ) 新登録者の推�

令和２年の新登録結核患者における「�結核」が全結核に�める�合は12人�6人（50.0

�）、「��結核」が�人（50.0�）を�めている。

表１ ���������者

出典：結核発生動向調査

6 8令和２年 12 6 5 1 0

4 10��30年 17 13 6 7 0

5

年

28��28年

（�掲）

潜在性

結核感染症�数

� 結 核 活 動 性
��結核

活動性�数

19 11 6

��29年 17 13 6

活 動 性 結 核

4 9

84 1

2

����

�性

その他の

��性

��性

その他

3 3��31年 12 9 4 5 0
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(�) 年����新登録状�

令和２年の新登録結核患者の年���は、�70���」が58.3�（�人）��数��を�

めている。

�２ ����者�年������

出典：結核発生動向調査

(�) 発�動機�新登録状�

結核患者の発�動機は、医療機関受診が�人（41.7�）、他�患�の�院��人（25.0�）

�院�２人（16.7�）と医療機関��の発�が高い�合を�めている。

表２ ��������者�

出典：結核発生動向調査

(�) ����新登録患者数

表� �������者�（�）

出典：結核発生動向調査

�護� ��� ���� �� ���� �部� ��� �������� 計

��28年 15 1 0 1 0 2 0 0 0 19

��29年 8 0 2 1 0 3 3 0 0 17

��30年 7 0 1 1 3 3 1 1 0 17

��31年 7 0 0 0 2 2 1 0 0 12

令和２年 5 1 1 0 2 2 1 0 0 12

人 (�) 人 (�) 人 (�) 人 (�) 人 (�) 人 (�) 人 (�)

��28年 0 (0.0) 0 (0.0) 3 (15.8) 11 (57.9) 1 (5.3) 4 (21.1) 19 (100)

��29年 2 (11.8) 1 (5.9) 0 (0.0) 5 (29.4) 5 (29.4) 4 (23.5) 17 (100)

��30年 0 (0.0) 2 (11.8) 0 (0.0) 12 (70.6) 3 (17.6) 0 (0.0) 17 (100)

��31年 0 (0.0) 0 (0.0) 0 (0.0) 8 (66.7) 2 (16.7) 2 (16.7) 12 (100)

令和２年 1 (8.3) 1 (8.3) 0 (0.0) 5 (41.7) 3 (25.0) 2 (16.7) 12 (100)

他�患

�院�

他�患

�院�

計
個�

健康診断
�期�診

接触者

健診

医療機関

受診
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ウ ハイリスク者対策

(ｱ) 結核健康診断（接触者健康診断）

結核健康診断は、感染性の結核患者と接触があり、結核感染の可能性が高い家族・接触

者等に対して保健所が実施。

表４ 結核健康診断（接触者健康診断）実施状況（令和２年１月１日～令和２年12月31日）

※「家族、その他」…結核患者の家族、同居者、友人等の個人単位の対象者

「集団」…施設長宛に依頼文を出して健診を実施している対象者（施設職員等）

出典：結核発生動向調査

エ 啓発活動

結核に関する正しい知識の普及啓発を図り、地域全体の感染予防対策を推進・強化する

ことを目的に研修会及びパネル展示等を実施。

(ｱ) 研修会

表５ 研修会実施状況

(ｲ) 結核予防週間（９月24日～30日）

表６ 結核予防週間実施状況

実施期間 内容

令和２年９月24日～30日

・パネル展示（場所：保健所内）

・管内医療機関へポスター掲示依頼

※新型コロナ蔓延のため例年より縮小して実施

開催日 内容 場所 参加

令和２年12月10日
①沖縄県における結核の現状

②保健所の主な結核対策
県立北部病院 医師、ICN看護師等

23 23 27 100% 0 1

一般病院・精神病院 0 0 0 - 0 0

老人・福祉施設等 0 0 0 - 0 0

職場・学校等 0 0 0 - 0 0

23 23 27 100% 0 1

集

団

合計

健診結果

受診率対象者数

受診者数

実数 延数 結核登録
潜在性

結核感染症

家族､その他
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(２) 感染症��

� 感染症予防

平成11年��に施行�れた感染症の予防及び感染症の患者に�する��に関する法�

���「感染症法」とい�。�に基づき、��の市町村����関と��し、発生予防、

�延防止、知識の普及�発と���の��、���の��体�の��等を行っている。

平成25年��には、��の生�・健�を保�し、��生�・����に及�す��を

��とすることを目的とした「�型イ��ル���等������法」が施行�れた。

令和�年12������和�の�����市��炎患者の��発生として���れた

�型���ウィルス�SARS-Cov2��は、���は令和２年��16�に�めて患者が�

��れ、２���に指定感染症に指定�れた。また、��の患者の��に��て、��

����感染��防止に重�を�いた��の基本指�が2�25�示�れた。���は２

�14�に��目が���れ、��保健所���は��12�に�めての発生�があった。

感染症��は�����上�を�きまん延��が�いた。����定�の検査等を�止

し�型���ウィルス感染症��を��体����した。

令和２年��26�、�型���ウィルス感染症のまん延のおそれが�いこと��「�

型イ��ル���等������法」を����て��し、����本�が���れ、

感染者�を��ること及び����体������を��するため��事���等の�

�が��れた。令和�年２�13�には�型イ��ル���等まん延防止等重���の�

�を���正法が施行�れ、それに���「�型���ウィルス感染症��の基本的�

���」が���れた。

(�) ��

感染症法の��疾患が発生した��、診断を行った��は、�����感染症の�

���に、��の����疾患は����に保健所�の����がある。��保健所

��にお�る����の感染症の主な発生��については、��のとお��ある。

表� �������������数�����23�������������件�

����患�については、����の��症の���年��のあ���患の�を���している。

23年 24年 25年 26年 27年 28年 29年 30年 31年 2年 �

３
�
����性�����症 3 2 1 7 1 2 16

�プ�ス��症 3 3 9 4 1 20

�����症 1 4 1 4 4 2 2 18

日本��� 1 1 1 3

� � 1 1 2

�ル�����性��
�������症

1 1 2 4

�し� 23 23

� � � 2 1 2 1 6

��性����症�� 1 1 1 3

�症���性�������症 3 5 9 1 18

��性�炎����症 3 4 8 3 18

�性�炎 1 1 1 3

��性イ�フル������症 2 2

�患�

�

�

�

�
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新型コロナウィルス感染症は令和２年度691件の発生届があり、入院410件、ホテル療養・自

宅療養が281件であった。

イ 感染症発生動向調査

感染症に関する情報を全国規模で迅速に収集、解析、還元するオンラインシステムに

より、感染症の流行状況を把握し、予防対策の確立を図っている。

管内では、小児科３定点、インフルエンザ５定点、眼科１定点、基幹１定点、性病１

定点から、情報を収集して報告している。これらの定点医療機関に加え２カ所の管内

協力医療機関からの報告を集計、解析した情報を各定点・協力医療機関、管内市町村

等へ還元している（表９）。

(ｱ) 発生状況

・令和２年度の発生状況を図４（インフルエンザ）及び図５（その他の疾患）に示す。

・新型コロナウイルス感染症のため、対前年比で各発生報告が減少。

図４ インフルエンザの発生状況

図５ 主な疾患の発生状況 令和２年度
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表� �������������査������ (��������� ) ���件�

ウ �イ���

(�) 法的��

平成�年に「��性����症��の予防に関する法�」が施行�れ、���は「�

��HIV及び性感染症検査・相談事業実施��」に基づきHIVについての知識の�発、

検査体�の�保・�実に���ん�いる。また、平成11年には「感染症の予防及び感

染症の患者に�する��に関する法�」����れた。

(ｲ) 事業��

a 保健所にお�るHIV検査・相談の実施

�和62年��保健所においてHIV検査・相談事業を��、���実施。

平成17年度����検査������を��、��健�診断業�を�止した平成20

年度����検査�を���２����していた。また、HIV検査普及��、���

イ���には��の検査及び相談の��を��ていたが、令和2年度は�型���ウ

ィルス感染症が�延し、��２�の�の実施とした。

�月 �月 ６月 �月 �月 �月 １�月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 �

RSウイルス��症 6 70 118 131 29 24 4 382

イ�フル��� 2 2

����� 2 3 20 22 31 13 7 4 7 5 1 1 116

A���性�������炎 16 13 8 14 12 10 1 9 3 5 2 0 93

��性��炎 9 4 33 18 14 4 11 24 24 45 43 14 243

� � 7 7 4 3 14 3 1 4 2 5 50

���� 1 1 1 2 2 16 51 25 9 6 114

��性�� 1 5 1 7

�発性発� 1 3 3 1 2 2 1 3 16

��������� 2 12 5 3 16 15 1 54

�行性���炎 3 1 2 6

�行性���炎 1 1 5 3 10

�性��性��炎 0

����ア�炎 0

��性��炎 0

��性��炎 0

�イ�プ����炎 0

��性��炎(ロ�ウイルス) 0

性�����ア��症 1 2 1 1 3 1 2 3 14

性��ル�スウイルス��症 0

�����ロー� 0

����症 1 2 1 2 6

������性�炎����症 0
������性����ウ����症 5 5 9 6 5 5 4 5 6 2 3 55

���性�����症 0

�患�

�

�
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�� ��������HIV検査件数���

HIV��件�は、平成19年度�では��������者の��もあり200件を���。

��は相談���件��年���してい��、平成25年度��は����にある。令和２

年２月14日に本�に�いても���ロ�ウ�ルス��症����あり、�の�は���防�

����防�対�の�化を図る���業�は�����し、��症対�は���ロ�ウ�

ルス��症を重�的に�施し�。

b HIV�発��事業

�型���ウィルス感染症���化のため実施なし。

� 性感染症��

性��症に�する相談を���は��にて������ている。��者はHIV��との

����を����る事��い。��、性��症予防、�しい��の���発��をHIV

対�の�発��事業と��て行�ている。

表10 ����検査件数

平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 令和2年度

����� 113 98 155 134 2

�� 155 147 190 146 3

� ウイルス性肝炎��

(�) 肝炎���進事業�肝炎����成事業�

本事業は、肝炎患者の��的��を��し��の�進を�ることに��肝��、肝が

んの発症を予防することを目的としている。

����は平成20年度��イ���������について、���の������を

�め、平成22年度���型肝炎にお�る����������、平成23年度��は�型

肝炎の��イ����������法、�型肝炎の��性肝��に�する２����法、

�型肝炎に�する�����法が����成��となっている。平成26年度��はイ�

�����������について����れた。
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表11 肝炎治療受給者数

平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 令和２年度

B型肝炎 56 59 57 54 58

C型肝炎 13 7 8 7 2

(ｲ) ウイルス性肝炎患者等重症化予防推進事業

本事業は、肝炎ウイルス陽性者を早期に発見するとともに、相談やフォローアップにより早期

治療につなげ、ウイルス性肝炎患者等の重症化予防を図ることを目的としている（平成27年６月

１日より施行）。令和２年度末のフォローアップ対象者は３件である。

(ｳ) 肝炎相談・検査事業

肝炎の早期診断を目的とした肝炎ウィルス検査・相談を実施している。

表12 肝炎検査実施件数

平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 令和２年度

B型肝炎 138 100 129 108 4

C型肝炎 41 27 44 29 3

カ 予防接種

本事業は、予防接種に関する正しい知識の普及、接種率の向上を目指し、感染のおそ

れがある疾病の発生及びまん延を防止することを目的としている。

保健所は、「予防接種法」に基づき、市町村が主体となって実施している定期予防接

種について指示・指導を行い、予防接種事業の円滑な実施に努めている。
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３ その他の疾病対策

(１) 骨髄提供希望者登録推進事業(骨髄バンクドナー登録)

ア 根拠

(ｱ) 平成６年９月29日付健医発第1096号厚生省保健医療局長通知

「骨髄提供希望者登録推進事業実施要綱」

(ｲ) 「沖縄県骨髄提供希望者登録推進事業取扱要領」（平成７年７月１日施行）

イ 目的

骨髄提供希望者が登録しやすい環境を整備するため、保健所で登録受付業務を行い、

骨髄提供者の確保を図ることを目的とする。

ウ 登録受付業務内容

・骨髄提供希望者に対し骨髄移植及び骨髄バンク事業について説明を行う。

・本人の了解を得て、採血を行う。毎月第２・４火曜日午前中（予約制）に実施。

・採血した血液を沖縄県赤十字血液センターへ搬送する。

エ 主な登録の要件

(ｱ) 骨髄提供の内容を十分に理解している方

(ｲ) 骨髄提供希望者（ドナー）登録できる年齢：18歳以上54歳以下

骨髄を提供できる年齢：20歳以上55歳以下

(ｳ) 体重は男性45ｋｇ・女性40ｋｇ以上

ただし、血圧や病気の既往歴などによっては登録できないこともある。

オ 登録受付状況

表１ 年度別登録件数

平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 令和２年度

登録件数 0 1 1 1 0

移動献血車でも骨髄ドナー登録が可能なこともあるため、保健所における登録件数は

少ない状況である。

(２) 熱中症

熱中症とは、高温多湿な環境に長くいることにより、体温調節機能がうまく働かなく

なった結果、体内に熱がこもってしまう状態をいう。

沖縄県では、県内23の定点医療機関の協力を得て、６月から９月までに発生した熱中

症について今後の予防対策に役立てるため、発生状況をとりまとめ公表している。

なお、令和２年度は新型コロナ対応等により発生状況を収集していない。


